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広報はちまんたい

きっと　もっと　好きになる・ ・

平
舘
高
校
で
平
笠
小
児
童
が
紫
根
染
め
体
験（
関
連
21
ペ
ー
ジ
）

今
月
の
表
紙

市民憲章推進大会を開催
田頭小・平舘小・松野小が学校創立１５０周年　
秋の叙勲・危険業務従事者叙勲
６年度の決算状況をお知らせ

P.２
Ｐ.３
Ｐ.４-５
Ｐ.６-７

主
な
内
容



市
勢
功
労
者
表
彰

◇
功
労
表
彰
　
伊
藤 

一か
ず
ゆ
き行（
堀
切
）、菊
田 

健た
け
お生（
両
沼
）、
伊
藤 

和か
ず
の
り則（
舘
腰
）、
藤
村 

祐ゆ
う
ぞ
う三（
荒
屋
）

◇
善
行
表
彰
　
西
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
鈴
木 

守ま
も
る（
北
村
）、
小
笠
原 

強つ
よ
し（
松
久

保
）、
田
村 

光み
つ
ゆ
き行（
時
森
）

◇
感
謝
状
　
八
幡
平
市
建
設
協
同
組
合
、

㈱
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー（
二
戸

市
）、㈱
サ
イ
コ
ム（
埼
玉
県
）、協
栄
テ
ッ

ク
ス
㈱（
盛
岡
市
）

協
議
会
長
表
彰

武
田 

初は
つ
た
ろ
う

太
郎（
大
石
平
）、
佐
藤 

安や
す
つ
ぐ嗣

（
新
町
中
央
）、
羽
澤 

良よ
し
か
ず和（
五
日
市
３

区
）、　

藤 

政ま
さ
し
ろ
う

四
郎（
浅
沢
第
２
）、
山
本 

清き
よ
し（

舘
市
）、
日
戸 

吉よ
し
や也（

渋
川
）、
髙
橋 

博ひ
ろ
し（
椛
沢
）、
稲
田 

孫ま
ご
え
い榮（
町
組
）、
稲
田 

セ
ツ
子
（
町
組
）、長
坂 

育い
く
こ子（

中
松
尾
）、

小
野
寺 

昭し
ょ
う
い
ち一（

荒
木
田
）、
工
藤 

留る

み

こ

美
子

（
下
町
二
区
）、
川
村 

由ゆ

り里（
駅
前
二
区
）、

田
頭
婦
人
会（
田
頭
）、
時
森
婦
人
会（
時

森
）、
荒
屋
婦
人
会（
荒
屋
）、
寺
田
喜
劇

団（
寺
田
）

「江間章子賞」入賞者の児童生徒

市
民
憲
章
の
推
進
、
普
及
啓
発
を

図
る
市
民
憲
章
推
進
大
会
は

11
月
３
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
し

た
5
団
体
と
７
人
に
対
す
る
市
勢
功
労

者
表
彰
の
ほ
か
、
地
域
振
興
に
貢
献
し

た
4
団
体
と
13
人
に
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
日
は
併
せ
て
、
第
28
回
少
年
少
女

の
詩「
江
間
章
子
賞
」授
与
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
の
受
賞
者

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
大
会
後
半
で
は
、
田
山
地
域
振
興
協

議
会
の
三
浦 

満み
つ
る

会
長
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝

統
文
化
の
継
承
や
住
環
境
の
快
適
化
、

世
代
間
交
流
に
重
点
を
置
き
取
り
組
ん

で
き
た
同
協
議
会
の
活
動
事
例
報
告

に
、
出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
大
会
の
最
後
に
は
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
誓
う

大
会
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催

功
績
を
た
た
え
て

市民憲章推進大会に出席した受賞者の皆さん

江
間
章
子
賞

江
間
章
子
賞　

藤
澤 

友ゆ

な菜（
柏
台
小
２

年
）、
工
藤 

泰た
い
へ
い平（

田
山
小
４
年
）、
七
木

田 

愛あ

き紀（
盛
岡
市
立
中
野
小
6
年
）、栗
澤 

和な
ご
み実（

盛
岡
市
立
黒
石
野
中
３
年
）

市
長
賞　

又
重 

港み
な
と飛（

柏
台
小
２
年
）、

鈴
木 

進し
ん
の
す
け

之
助（
盛
岡
市
立
仁
王
小
４
年
）、

佐
々
木 

仁に

こ心（
大
更
小
５
年
）、
藤
井 

心こ

こ瑚（
盛
岡
市
立
見
前
中
２
年
）

教
育
長
賞　

野
村 

尭あ
き
と任（

盛
岡
市
立
桜

城
小
１
年
）、
関 

桜さ

な菜（
田
山
小
３
年
）、

ロ
ウ
ネ
ン
バ
ー
グ 

雄ゆ
う
と登（

松
野
小
６
年
）、

藤
原 

優ゆ
う
た太（

盛
岡
市
立
見
前
中
2
年
）

功労表彰を受賞した伊藤和則さん

　明治８年に開校し、本年で創立150周年を迎えた平舘小学校の
記念式典（実行委員会主催）は11月1日、同校で開かれました。
　式典では、工藤弘

ひ ろ み つ

光実行委員会会長が「創立以来 6,684人の卒
業生を輩出した。児童の皆さんは、今日の式典と発表に大きな
自信をもって、巣立ってほしい」とあいさつしました。また、歴
代PTA会長と前学校運営協議会会長に感謝状が贈られたほ
か、全校児童による、同校の校門をくぐった詩人江間章子さん
が作詞した「夏の思い出」の合唱が披露されました。
　児童会長の小笠原由

ゆ な

奈さんは「平舘小が、在校生やこれからの
新入生にとって深い学びの場になることを願って、児童会や委
員会の活動に力を入れていきたい」と決意を述べました。

深い学びの場になることを願って

　田頭小学校の創立150周年記念式典（実行委員会主催）は 11 月１日、
同校で開かれ、出席した児童・教職員のほか、保護者や来賓など約
160人が、学校の歴史を振り返りながら大きな節目を祝いました。
　２部構成で行われた式典の１部は、創設から35年目となる舘山陣
太鼓の演奏で始まり、工藤正

ただし

実行委員会委員長が「児童の皆さんに
は、これまで培われてきた伝統を受け継ぎ、より豊かな社会と郷土
を築いていってほしい」とあいさつ。歴代の校長やPTA会長、同
校の学校活動に貢献した地域住民などに感謝状が贈られました。
　式典の２部では、これまでの歩みを児童がスライドを使って
紹介したほか、感謝の気持ちや決意を呼び掛けと合唱で表現し、
同校の良さを未来につないでいくことを誓いました。

　松野小学校では10月18日、150周年記念学習発表会が開
かれました。
　学習発表会に先立ち、児童は、創立150周年を記念して全
校合唱を披露。続いて、保護者や来場者も含めて記念写真
を撮り、会場全体で創立150周年の節目を喜び合いました。
　最上未

み き

来校長は「子どもたちが心を合わせて歌う姿から、
これまでの150年の歩みとこれからの未来への希望を感じ
てもらえたらうれしい」とあいさつしました。

希望の歌声を響かせる

田頭小・平舘小・松野小が
創立150年の節目を祝う

学習発表会で全校合唱を披露し創立150周年を祝う

創立150周年を迎え記念の式典を開催

感謝と決意、未来へつなぐ
地域と歩んだ150年を祝う記念式典を開催

田
頭
小

平
舘
小

松
野
小

歴代の校長に感謝状が贈られた

オープニングセレモニーで迫力ある舘山陣太鼓を披露した児童たち

歴代PTA会長に感謝状が贈られた

全校児童による美しい歌声が体育館に響き渡った

全校児童で「レッツ テイク ア チャンス」を元気に合唱

会場全体で記念写真を撮影し、節目を喜び合った

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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長
年
の
功
績
に
栄
誉

　

政
府
は
、
長
年
の
功
労
と
功
績
を
た
た
え
る
秋
の
叙
勲
、危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
市
内
か
ら
は
次
の
６
人
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　昭和49年9月から平成19年12月まで33年余
りにわたり陸上自衛隊に所属し、第９戦車大隊
および第72戦車連隊で戦車陸曹として務めら
れました。第９戦車大隊第2中隊では戦車長お
よび中隊等付准陸尉として隊員の指導育成に
当たり、国防基盤の向上に貢献されました。

【所感】　
　受章でき、光栄です。支えてくれた職場の皆さ
んや家族のおかげと感謝しています。これからは
地域貢献活動に力を入れたいと考えています。

〔瑞宝単光章・防衛功労〕

尾友 七
し ち み

美 さん
71歳
北村

危険業務従事者叙勲
〔瑞宝単光章・消防功労〕

　昭和49年４月に消防吏員となり、38年にわ
たり務められました。平成21年からは消防司
令として八幡平消防署松尾出張所長を歴任。
後進の育成に努めるとともに、地域住民の生
命や生活を守るため職務に尽力されました。

【所感】
　受章は光栄で、職場の皆さんや理解ある家
族のおかげと感謝しています。今後は、これ
までの経験を生かし、自主防災組織の結成を
支援したいと考えています。

小野寺 組
く み お

夫 さん
74歳
上関

　昭和48年4月に旧西根町消防団に入団し、
平成25年3月まで40年にわたって活動され
ました。平成17年からは、市消防団の分団長
として団員の指導育成に当たるなど地域防災
力の向上に尽力されました。

【所感】
　団員一人一人の立場や気持ちを考えながら声掛
けをするなど、分団がまとまるよう配慮しながら
活動してきました。団員や協力隊など皆さんの協
力があってこそ受章できたものと感じています。

秋の叙勲
〔瑞宝単光章・消防功労〕

伊藤 鉄
て つ お

男 さん
73歳
上平笠

〔瑞宝単光章・消防功労〕

田村 節
せ つ お

夫 さん
76歳
笹目

　昭和49年4月から県医療局職員として、39年に
わたり務められました。平成21年からは県立千厩
病院や宮古病院で総看護師長を歴任。千厩病院で
は、地域住民による院内ボランティア発足時の橋
渡し役として尽力されたほか、後進の指導育成に
当たり、地域医療の充実に貢献されました。

【所感】
　患者さん一人一人に合わせた看護のため精一
杯活動してきました。受章は、職場の先輩や上
司、理解ある夫のおかげと感謝しています。

〔瑞宝単光章・看護業務功労〕

松戸 アサ子さん
73歳
下町三区

秋の叙勲秋の叙勲

大
だ い ぼ う

坊 忠
ただし

さん
87歳
温泉郷

　長年にわたる防犯活動などへの貢献により、警察庁
長官と全国防犯連合会会長の連名で贈られる「防犯栄
誉金章」を受章されました。

　平成４年から22年間にわたり、県コンビニエンス
ストア等防犯対策協議会連合会の初代会長を務めら
れたほか、県万引防止協議会副会長を歴任されまし
た。防犯訓練や防犯対策ビデオの作成、「子ども・女
性110番の店－緊急避難協力店」の設置・推進に尽力
し、地域に根差した防犯活動に尽力されました。

【所感】
　安心して買い物をしてもらう事を目的に取り組
んできました。受章は、警察や防犯関係者、理解
ある家族のおかげと感謝しています。体が続く限
り、社会貢献活動を続けていきたいと思います。

　昭和46年4月から警察官として40年にわ
たり務められました。神奈川県警察機動隊に
配属され、テロなどの治安警備に尽力された
ほか、49年５月に、岩手県警察に採用され、
交番勤務、地域課課長代理などを歴任。後進
の育成や地域の治安維持に貢献されました。

【所感】
　受章は光栄で、周囲の皆さんの力添えがあっ
たからと感謝しています。地域の人たちとの交
流を大切にしながら過ごしたいと思います。

〔瑞宝双光章・警察功労〕

鈴木 正
し ょ う い ち

一 さん
74歳
上野駄

危険業務従事者叙勲

　昭和47年1月に旧西根町消防団に入団し、
平成22年2月まで38年余りにわたって活動
されました。平成17年からは、市消防団の分
団長として団員の指導育成に当たるなど地域
防災力の向上に尽力されました。

【所感】
　分団のチームワークを高めるため、参加しや
すい雰囲気作りや声掛けなどを積極的に行い、
活動してきました。受章は、理解ある家族や団
員の支えと協力のおかげと感謝しています。

危険業務従事者叙勲防犯栄誉金章を受章
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地方税、地方交付税などの財源が、どの程度経常的な経費に充てられ
ているかを示す数値です。数値が低いほど、政策的（自由）に使えるお
金が多くなることを示します。

経常収支比率

執行事業を写真でピックアップ04

一般会計決算

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険 30億3,837万円 30億1,056万円

後期高齢者医療 ３億6,852万円 ３億6,741万円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

水道事業
収益的収支 5億3,827万円 5億1,138万円

資本的収支 １億9,484万円 ４億9,777万円

下水道事業
収益的収支 11億2,062万円 10億　879万円

資本的収支 3億8,741万円 8億4,663万円

病院事業
収益的収支 16億7,375万円 17億2,378万円

資本的収支 ２億4,921万円 2億7,816万円

特別会計の決算状況
保険料など特定の収入があり、一般会計とは切り離して
収入・支出を経理する特定の目的のための会計

主に利用者の料金収入で事業を行う、地方公営企業法の全部、
または一部の適用を受ける公営企業の会計

02

　8月25日から9月12日まで開かれた市議会第３回定例会で、6年度の一般会計など
６会計の決算が認定されました。

詳細はこちら﻿

　本号では決算の内容を、財政の健全度を示す指標と併せて紹介します。詳し
くは市ホームページで確認してください。

市税

繰入金 県支出金その他の自主財源

その他の
依存財源

繰越金 地方交付税

市債

国庫支出金

34億 110万円34億 110万円

6億5,657万円6億5,657万円

8億5,108万円8億5,108万円

11億9,469万円11億9,469万円

82億2,742万円82億2,742万円

9億9,620万円9億9,620万円

20億7,983万円20億7,983万円

12億5,351万円12億5,351万円

11億5,605万円11億5,605万円

議会費

総務費 土木費

衛生費

消防費民生費

労働費	

商工費

1億5，817万円1億5，817万円

51億4,114万円51億4,114万円

29億5,725万円29億5,725万円

19億1,136万円19億1,136万円

39万円39万円

14億7,276万円14億7,276万円

10億8,075万円10億8,075万円

17億9,659万円17億9,659万円

8億8,843万円8億8,843万円

農林水産業費

教育費

災害復旧費

公債費

13億4,395万円13億4,395万円

908万円908万円

23億6,522万円23億6,522万円

問い合わせ先　企画財政課財政係（☎・内線1201)

歳入 198億1,644万円

歳出 191億2,510万円

市が自主的に収入できるお金 国などから配分されるお金

〔個人・法人市民税、固定
資産税、軽自動車税など〕

〔基金などから一般会計
に繰り入れたお金〕

〔前年度からの決算
剰余金など〕

〔地域格差を是正するため
に国から交付されるお金〕

〔施設や道路などの建設のた
めに借りる長期の借入金〕

〔国から使い道が決めら
れて支給されるお金〕

〔県から使い道が決めら
れて支給されるお金〕

〔使用料や手数料、財産
収入など〕

〔議員報酬、議会運営に要
する経費〕

〔社会福祉、老人福祉、児
童福祉などに要する経費〕

〔一般管理的経費、総合的
な企画に関する経費〕

〔保健衛生、健康増進、環
境保全などに要する経費〕

〔雇用対策などに
要する経費〕

〔農業、畜産業、林業、水
産業の振興に要する経費〕

〔商工業、観光、中小企業
の振興などに要する経費〕

〔道路、橋りょう、河川
整備などに要する経費〕

〔消防、防災などに
要する経費〕

〔市立学校の運営やスポー
ツ振興などに要する経費〕

〔災害で被害を受けた施
設の復旧に要する経費〕

〔市債の元利償還な
どに要する経費〕

自主財源　30.8％ 依存財源　69.2％

01
決算を数値でピックアップ

　６年度の比率は94.２㌫で、前年度
に比べ０.９㌽上昇しました。
　主な要因は、比率計算の分母となる
固定資産税などの経常的収入が増加
したものの、分子となる退職手当負担
金などの経常的支出が増加したこと
が要因です。

地方債（市債）とは、主に市が公共施設の整備などの建設事業を行うた
めに必要な資金を国や金融機関など外部から調達するいわゆる借入金
のことを言います。 

地方債

05

　６年度の地方債発行額は、9億
9,600万円となり、前年度に比べ
9,100万円増加しました。
　災害復旧事業債が減少したものの、過
疎対策事業債や学校教育施設等整備事
業債が増加したことなどが要因です。

　６年度の決算では、将来世代への負担となる地方債残高は着実に減少し、また、予期せぬ財政
需要に備えるための財政調整基金も約22億7,252万円と、５年度末残高から４億2,804万円増額
することができました。一方で、義務的経費の割合を示す経常収支比率は0.9㌽上昇しました。
　今後、学校統合などの大型事業が見込まれることから、中長期的な将来推計を踏まえた
事業の実施により、持続可能な財政運営を目指します。

政策展開の弾力性確保と、持続可能な財政運営を目指します

企業会計の決算状況03

Point
◀

Point
◀

地方債発行額 公債費（元利償還額） 年度末地方債残高

（単位：億円）

（単位：億円）

174 178 179 173 172
152

134

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130 100100

95

90

85

60

30

0

120

90

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

経常収支比率

（単位：億円）

（単位：㌫）

92.6
94.9

98.3 98.3 97.2 97.6

93.3
94.2

経常的収入 経常的支出

市のお金は、いろいろなことに
　　　　　使われています

※1万円未満を端数処理し表記したため、※1万円未満を端数処理し表記したため、
合計は決算額と一致しない場合があります合計は決算額と一致しない場合があります

安代りんどうの海外展開を支援 松野小のトイレを洋式化改修 地熱電力を核とした地域新電力会社を設立

121

令和６年度  市の決算状況を報告します
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市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

が
12
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
福
祉
に
関
す

る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
う
身
近

な
相
談
役
で
す
。
主
任
児
童
委
員

は
、
複
数
の
地
区
に
わ
た
り
、
児

童
福
祉
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
委
員
と
も
任
期
は
、
12
月

1
日
か
ら
令
和
10
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

の
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の

で
、
相
談
者
と
同
じ
目
線
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

法
律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を

守
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
内
容
が
委
員
や
関
係
機

関
以
外
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
自
身
の
行
政
区
を
担
当
す
る
委

員
に
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
は
、

地
域
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た

行 政 区 氏 名
71 畑１区 藤　村　辰　之
72 立　　　義　弘

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸　澤　照　子

74 畑２区 村　上　美枝子
75 荒屋新町 土　屋　智　子
76 新町中央 三　浦　榮　吉
77 荒屋 香　川　　　豊
78 秋葉 田　鎻　恵　子
79 大　森　修　子
80 曲田横間 　　　　富美子
81 五日市１区 小山田　克　則
82 五日市２区 羽　澤　千代子
83 五日市３区 小笠原　智　志
84 五日市４区 ※選考中
85 浅沢第１ 佐　藤　慶　子
86 北　口　勝　子
87 浅沢第２ 山　本　　　栄
88 苗石田 川　又　登志子
89 新興矢神 川　又　睦　子
90 栗木田、平長 三　浦　寅　男
91 杉沢、田山上 佐　藤　泰　平
92 田山下 安　保　和　子
93 愛の山 八　幡　柳　子
94 石名坂 工　藤　　　健
95 折壁 畠　山　榮　子
96 日瀬通 三　浦　弘　美
97 舘市 山本　さゆり
98 兄畑 ※選考中
99 兄川 関　　　　　梓

主任児童委員
地 区 氏名

１ 大更地区 滝　澤　ミツエ
２ 田頭地区 工　　　順　子
３ 平舘、寺田地区 松　浦　　　操
４ 松尾、野駄地区 藤　田　三喜子
５ 寄木、柏台地区 渡　部　京　子
６ 荒沢地区 畠　山　卓　子
７ 田山地区 大　森　玲　子

行 政 区 氏 名
西根地区

１ 駅前一区 田　村　惠　子
２ 駅前二区 佐々木　優美子
３ 上町 江刺家　多恵子
４ 仲町 宇津宮　貴　子
５ 下町一区 ※選考中
６ 下町二区 寺　島　聡　子
７ 下町三区 元　木　八重子
８ 松川 髙　橋　正　彦
９ 山子澤　孝　子
10 山後 田　村　まき子
11 岡村、山子沢 瀬　川　正　雄
12 大石平 佐々木　マキ子
13 渋川 竹　田　み　よ

14 渋川開拓、
白屋 佐々木　佐　吉

15 北村 工　　　康　子
16 工　藤　香　織
17 両沼 工　藤　久美子
18 ※選考中
19 中関 田　村　富美男
20 五百森 工　　　眞智子
21 中村 遠　藤　秀　子
22 間羽松 遠　藤　京　子
23 舘腰 伊　藤　千津子
24 町組 三田村　　　昇
25 高宮 伊　　　武　雄
26 薬師 本　堂　新　吉
27 上平笠 渡　辺　　　勉
28 中平笠 伊　藤　恵梨香
29 下平笠 佐々木　ふち子
30 南平笠 吉　田　浅　子
31 東 田　村　咲　子
32 大久保 遠　藤　弘　子
33 共新 井　上　節　子
34 小福田 武　藏　智　子
35 大泉 杉　田　好　子
36 駅前、わし森 髙　橋　　　淳
37 椛沢 盾　石　みえ子

行 政 区 氏 名
38 笹目 川　原　二三子
39 松久保 遠　藤　美保子
40 山崎 田　村　知　子
41 堀切 松　浦　清　功
42 寺田新田 遠　　　浩　子
43 野口 佐々木　きみゑ
44 寺田 伊　　　　　實
45 帷子 伊　藤　安　男
46 土沢 藤　澤　　　修
47 若谷地 小　林　維　子
48 川原目 小野寺　正　広
49 上関 小野寺　光　正
50 荒木田 田　村　惠　子
51 舘沢 山　本　秀　子

松尾地区
52 安比高原 柿　沼　敏　夫
53 小屋の沢、時森 杣　沢　富　子

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

55 松尾 伊　藤　忠　弘
56 中松尾 ※選考中
57 野駄 乙　部　惠　子
58 上野駄 遠　藤　千惠子
59 中沢、前森 髙　橋　幸　子
60 北寄木 髙　橋　靖　子
61 南寄木 髙　橋　敬　一
62 髙　橋　サキエ
63 寄木新田 髙　橋　恵千子
64 上寄木 髙　橋　さゆり

65 畑、柏台一丁目
（一部） 髙　橋　まゆみ

66 金沢 小　玉　吉　子
67 八幡平温泉郷 小　松　範　子

68 柏台三丁目、
二丁目（一部） 中軽米　博　昭

69 柏台一丁目、
二丁目 柳　澤　勝　子

安代地区
70 細野、豊畑 荒　川　美津子

民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略） ※太字は新任の委員

　
市
は
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
が
管
理
す
る
道
路

な
ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

早
朝
か
ら
の
作
業
に
理
解
を

　
朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す

る
た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を

行
い
ま
す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
に

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
地
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、玄
関
先
な

ど
に
除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が

残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。宅
地
入
口

な
ど
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
お
願
い

し
ま
す（
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る

な
ど
危
険
で
す
の
で
、雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、

落
雪
を
防
ぐ
た
め
、屋
根
に
雪
止
め

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
作
業
は
道
路
中
央
を
越
え
て
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
業
中
の

除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

手作業除雪 １時間単価

１人当たり 4，290 円

作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬

２㌧車 9,075 円

４㌧車 11,000 円

10㌧車 14,630 円

ホイールローダ
（バケット使用）

小 型 16,280 円

中 型 19,470 円

大 型 26,785 円

ホイールドーザ
（排土板使用）

小 型 19,030 円

中 型 25,080 円

大 型 33,275 円

乗用ロータリ

小 型 19,415 円

中 型 27,610 円

大 型 54,780 円

ハンドガイド式
手押しロータリ

小 型 13,035 円

中 型 14,135 円
※料金はいずれも標準料金で、地形や積雪
の状況、難易度により変更になる場合があ
ります。組合員から事前に現地を見てもら
い、見積金額を確認後、依頼してください。

住宅周辺、生活私道の排除雪
（税込み）

市
指
定
の
雪
捨
て
場

③市道前森線敷地の赤川橋付近 ②さくら公園旧観光協会前駐車場 ①平舘地区・旧学校給食センター跡地
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●

●
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●

除
雪
の
作
業
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

サービス料金

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人

や
事
業
所
を
対
象
に
、有
料（
左
表

を
参
照
）に
よ
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
組
合
員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課
管
理

係
（
☎
・
内
線
1
3
0
1
）、
安

代
総
合
支
所
土
木
林
業
係（
☎
・

内
線
3
1
2
1
）

除
雪
作
業
を
頼
め
ま
す

雪
捨
て
場
を
解
放
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課
管
理

係（
☎
・
内
線
1
3
0
1
）

申
込
先
　
市
建
設
協
同
組
合

（
☎
70
・
2
2
1
1
）

　
市
は
市
内
に
住
宅
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放

し
て
い
ま
す
。利
用
す
る
場
合
は
、

雪
以
外
の
物
を
捨
て
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
捨
て
場　
下
の
地
図
の
通
り

利
用
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
①
の
雪
捨
て
場
は
、近
く
に
大
久

保
自
治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
民
館
の
出
入
り
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に

雪
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。５
㌧
以
上

の
車
両
は
進
入
不
可
で
す
。
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●

し
尿
処
理
手
数
料
が

４
月
１
日
か
ら
改
定

　
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合（
市
、

盛
岡
市
玉
山
地
域
、
葛
巻
町
、
岩

手
町
）は
、公
共
下
水
道
の
普
及
な

ど
の
影
響
に
よ
る
し
尿
収
集
量
の

減
少
や
諸
経
費
の
高
騰
な
ど
に
よ

り
、
し
尿
処
理
手
数
料
を
改
定
し

ま
す
。

改
定
日　
８
年
4
月
1
日
㈬

※
し
尿
処
理
の
依
頼
日
が
改
定
前

で
あ
っ
て
も
、作
業
日
が
改
定
日

を
過
ぎ
た
場
合
は
、新
料
金
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合（
☎
74
・
2
7
2
4
）

　
中
立
・
公
正
な
立
場
で
、
市
の

事
務
執
行
に
つ
い
て
審
査
や
調

査
、監
査
を
行
う
市
監
査
委
員
に
、

村
山
巧た

く
み

さ
ん
＝
舘
腰
＝
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
10
月
27
日
か
ら
11
年
10

月
26
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎・内

線
1
2
3
1
）
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市
の
監
査
委
員
に

村
山
巧
さ
ん
を
再
任
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明
る
い
選
挙
を
願
っ
て

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
７
年

度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
八
幡
平
市
入
賞
作
品
展

を
開
き
ま
す
。

村山巧さん

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

● 広
域
で
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
へ
の
意
見
を
募
集

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

空
家
等
対
策
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
空
家
等
対
策
計
画
や
対
策

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る

空
家
等
対
策
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

応
募
要
件　
次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人

▽
18
歳
以
上
で
市
内
に
１
年
以
上

住
所
が
あ
る

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

専
門
家
に
よ
る
空
き
家
の

無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す

　

市
は
市
内
に
空
き
家
を
所
有

ま
た
は
管
理
す
る
人
や
今
後
空

き
家
を
所
有
す
る
見
込
み
が
あ

る
人
を
対
象
に
無
料
相
談
会
を

開
き
ま
す
。

日
時　
８
年
１
月
25
日
㈰
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

相
談
内
容

▽
相
続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と

▽
敷
地
の
境
界
確
認
に
関
す
る
こ
と

▽
不
動
産
取
引
に
関
す
る
こ
と

▽
改
修
や
解
体
に
関
す
る
こ
と

相
談
員　
司
法
書
士
、土
地
家
屋
調

査
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、建
築
士

定
員　
10
人
程
度（
相
談
時
間
は

１
人
30
分
以
内
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
相
談

内
容
に
応
じ
て
後
日
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

申
込
期
限　
１
月
16
日
㈮

申
し
込
み
方
法　
申
込
書
を
防
災

安
全
課
に
フ
ァ
ク
ス（
74
・

2
1
0
2
）ま
た
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

市
中な

か
ぼ
し干
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▽
本
市
の
職
員
お
よ
び
市
議
会
議

員
で
な
い
人

▽
年
に
１
回
か
ら
２
回
、
平
日
に

開
く
会
議
に
出
席
で
き
る

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
９
年
３
月

31
日
ま
で

申
込
期
限　
８
年
１
月
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地

域
安
全
係（
☎
・
内
線
1
2
6
7
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
地

域
安
全
係（
☎
・
内
線
1
2
6
7
）

◢●●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

漢
字
検
定
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

専
門
医
に
こ
こ
ろ
の
悩
み

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
は
こ
こ
ろ
の
病
気
や
悩
み
、

ひ
き
こ
も
り
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
医
師

に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
23
日
㈫
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で

場
所　
市
役
所
相
談
室

申
込
期
限　
12
月
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
0
8
9
）

　
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
漢

字
検
定（
漢
検
）を
、市
教
育
委
員
会

と
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
わ
く
わ
く

八
幡
平
が
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

受
検
可
能
な
級　
２
級
か
ら
10
級

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

水
道
の
凍
結
に
注
意

水
抜
き
を
忘
れ
ず
に

詳細はこちら﻿

期
間　
12
月
19
日
㈮
か
ら
８
年
１

月
8
日
㈭
ま
で

場
所　
市
役
所
結
の
ひ
ろ
ば

問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
・
内
線
1
2
2
0
）

日
時　
８
年
１
月
31
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
11
時

会
場　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
書
の
配
布　
市
内
各
コ
ミ
セ

ン
ま
た
は
教
育
総
務
課

※
申
込
書
は
、
市
役
所
結
の
ひ
ろ

ば
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

申
込
期
限　
12
月
22
日
㈪

申
し
込
み
先

▽
わ
く
わ
く
八
幡
平
事
務
所（
西

根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
隣
）

▽
田
頭
コ
ミ
セ
ン

▽
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

（
☎
・
内
線
1
3
6
7
）

初級事務【若干名】

昭和61年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人

初級事務（障がい者採用）【1人】

昭和61年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた人で、
次の①から③までのいずれかの手帳の交付を受けている人
①身体障害者手帳
②療育手帳
③精神障害者保健福祉手帳

初級土木【1人】

昭和61年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた人

看護師【1人】

看護師資格（令和８年３月末までに取得見込みの人を含む）
を有し、昭和56年４月２日以降に生まれた人

詳細はこちら﻿

令和８年 4 月採用の職員を募集します
　市は、８年４月に採用の市職員採用試験

（追加募集）を行います。

試験日時 ８年１月18日㈰午前10時から

試験会場 市役所多目的ホール棟

受験案内・申込書
　市ホームページからダウンロードするか

申込期限 ７年12月25日㈭必着

総務課または西根・安代各総合支

所から交付を受けてください。

問い合わせ先 総務課行政係（☎・内線1231）

　

盛
岡
広
域
８
市
町（
盛
岡
市
、

八
幡
平
市
、
滝
沢
市
、
雫
石
町
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
、
紫
波
町
お
よ

び
矢
巾
町
）で
連
携
し
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て

も
、
広
域
圏
の
強
み
を
生
か
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
策
定
す

る「
第
３
期
み
ち
の
く
盛
岡
広
域

連
携
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」案
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
12
月
26
日
㈮

閲
覧
場
所　

企
画
財
政
課
ま
た

は
西
根
・
安
代
各
総

合
支
所
窓
口
の
ほ

か
下
記
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
所
定
の

様
式
ま
た
は
任
意
の
様
式（
A
4

サ
イ
ズ
）に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、
意
見
を
記
載
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

（kizai@
city.hachim

antai.
lg.jp

）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課

（
☎
・
内
線
1
2
0
4
）

詳細はこちら﻿

　
市
は
水
稲
栽
培
に
お
け
る
中
干

し
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
で
、
メ

タ
ン
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
、

J

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
す
る

「
八
幡
平
市
中
干
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
15
日
㈪

▽
午
後
１
時
半
か
ら
２
時
半
ま
で

▽
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

※
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

対
象
者　
市
内
の
ほ
場
に
水
稲
を

作
付
け
し
て
い
る
農
業
者

※
作
付
け
規
模
、
認
定
農
業
者
・

法
人
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
は

不
要
）

定
員　
各
回
30
人
程
度

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課（
☎・内

線
1
3
4
0
）

詳細はこちら﻿

汲
み
取
り
量
10
ℓ
に
つ
き
80
円

（
3
0
0
ℓ
未
満
の
場
合
は

2
4
0
0
円
）

改
定
後（
８
年
４
月
１
日
か
ら
）

汲
み
取
り
量
10
ℓ
に
つ
き
67
円

（
3
0
0
ℓ
未
満
の
場
合
は

2
0
1
0
円
）

改
定
前（
８
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
気
温
が
お
お
む
ね
氷
点
下
４
度

以
下
に
な
る
と
、
給
水
管
が
凍
結

し
、破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

就
寝
時
や
外
出
、
長
期
不
在
な
ど

で
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、

元
栓
を
操
作
し
、
必
ず
水
抜
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
が
凍
結
し
、
解
凍
で
き
な

い
と
き
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
解
凍
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　

事
業
者
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案

内
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課
経

理
係（
☎
・
内
線
1
2
7
5
）

詳細はこちら﻿
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毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、
エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g
（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

情報カレンダー もしもの時は1月18日12月15日

市税納期（納期限2月2日）　国民健康保険税（第7期）

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

 小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■図書館休館日
■門松づくり　9：00～12：00

（博物館）

■図書館休館日
■田山スキー場オープン

（予定）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ温
泉病院▶当番薬局（市内）柏
台薬局・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館休館日

■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）柏台薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角
薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館休館日

■博物館休館日
■図書館休館日
■市消防出初式　10：40～
11：30（市役所）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）鹿角中央病院
▶当番薬局（市内）大更調剤
薬局・（鹿角）そうごう薬局
花輪店

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）メディ
ケアプラザ中央通りクリ
ニック・（鹿角）なかのクリ
ニック▶当番薬局（市内）割
り当てなし・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局、共創
未来鹿角薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■図書館休館日 ■図書館休館日

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）未定▶当番薬
局（市内）リリィ薬局西根
店・（鹿角）日本調剤鹿角
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■図書館休館日 ■図書館休館日　※3月31日
まで（予定）
■市民ソフトバレーボール
大会　9：00～（市総合運動
公園体育館）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）未定▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの
薬局

20	 21	

28	

3	 4	

10	 11	

17	 18

27	

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（市役所本庁舎）

■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■ 献 血【 受 付 】　9：30～
11：30（JA新いわて八幡平
支所）、13：30～16：00（市役
所結のひろば）
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（大更コミセン）
■ カ ラ ダ ほ ぐ し 教 室　　
10：00～11：00（市総合運動
公園体育館）

■ ピ ラ テ ィ ス　10：00～
11：00（安代地区体育館）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（安代総合支所）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■のびのび健康体操教室　　
10：00～11：00（田頭コミセン）
■骨盤体操　　10：00～11：30

（市総合運動公園体育館）

■ み ん な の ス キ ー 教 室　　　
9：30～15：00（八幡平リゾー
トパノラマスキー場）
■らくらく筋トレ　　10：00～
11：00（安代地区体育館）

■ み ん な の ス キ ー 教 室　　　
9：30～15：00（八幡平リゾー
トパノラマスキー場）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■元日
■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）中島内
科クリニック、秋浜内科ク
リニック・（鹿角）かづの
ファミリークリニック▶当
番薬局（市内）割り当てな
し・（鹿角）つくし調剤薬局
かづの店

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）鹿角中央病院
▶当番薬局（市内）すみれ薬
局・（鹿角）そうごう薬局花
輪店

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）児島内
科医院・（鹿角）福永医院　
▶当番薬局（市内）割り当て
なし・（鹿角）けまない調剤
薬局

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ温
泉病院▶当番薬局（市内）柏
台薬局・（鹿角）薬局高橋屋

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）久保田
医院・（鹿角）小坂町診療所
▶当番薬局（市内）割り当て
なし・（鹿角）すみれ薬局小
坂店

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日
■田山クロスカントリー大
会（田山グラウンド）※７日
まで

■図書館休館日
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホー
ル棟）
■１ 歳 児 健 診【 受 付 】　
13：15～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■図書館休館日
■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■ ３ 歳 児 健 診【 受 付 】　
13：00～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■広報はちまんたい発行日
■図書館休館日
■平笠裸参り　9：00～（宮
田神社発～八坂神社）
■インドアノルディック
ウォーキング　10：00～11：00

（市総合運動公園体育館）
■ 献 血【 受 付 】　10：00～
12：00（安代総合支所）

■図書館休館日
■県中学校・高等学校ス
キー大会（安比高原スキー
場、田山グラウンド、矢神
飛躍台）※12日まで
■ 県 ス キ ー 選 手 権 大 会

【ノルディック種目】（田山
グラウンド、矢神飛躍台）
※12日まで

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■成人の日
■市役所閉庁日
■図書館休館日

■博物館休館日
■図書館休館日
■らくらく筋トレ　　10：00～
11：00（市総合運動公園体
育館）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診

【受付】　14：00～14：15（市
役所多目的ホール棟）

■図書館休館日
■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）

■図書館休館日
■ピラティス　10：00～11：00

（安代地区体育館）

■図書館休館日
■県民スポーツ大会スキー
競技会（安比高原スキー場、
田山グラウンド、矢神飛躍
台）※18日まで

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）柏台薬局・（鹿角）黒
沢薬局

29	
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23	
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※土曜・日曜日は閉庁日です

市税納期（納期限12月25日）　市県民税（第4期）、国民健康保険税（第6期）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

12月19日㈮、1月16日㈮ 
いずれも10：0０～15：００ 要相談 市民課（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 1月8日㈭ 
10：００～15：0０

市役所多目的
ホール棟

盛岡年金事務所
（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070 ）
※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 大湯リハビリ温泉病院（☎37-3511）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）

盛岡市北地区（市外局番 019） かづのファミリークリニック（☎22-6080）
中島内科クリニック（☎646-1903） 鹿角中央病院（☎23-4131）
秋浜内科クリニック（☎683-2333） 福永医院（☎35-3117）
児島内科医院（☎641-3310） 小坂町診療所（☎29-5500）
久保田医院（☎646-9090） なかのクリニック（☎22-7335）
メディケアプラザ中央通りクリニック（☎654-3781）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
※市内医療機関による休日救急当番医の割り当てがない日は、ｶﾚﾝﾀﾞー に掲載さ
れている他市の休日救急当番医を確認してください。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
すみれ薬局（☎78-8075） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
大更調剤薬局（☎70-1320） 黒沢薬局（☎35-3200）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） つくし調剤薬局かづの店（☎22-4210）

そうごう薬局花輪店（☎31-0161）
けまない調剤薬局（☎22-6041）
薬局高橋屋（☎37-4700）
すみれ調剤薬局小坂店（☎29-5121）
共創未来鹿角薬局（☎30-1850）

小児科・常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週金曜日　　　　　１４：００～
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
小児科 毎週月～金曜日　　  9：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１・4木曜日　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　  9：００～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。
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よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（10月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

すこやかに

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数● 人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】

地 区 人 口 世帯数
西 根 13,894（－4） 6,322（＋9）
松 尾 5,358（－7） 2,791（＋2）
安 代 3，514（－11） 1,663（－３）
合 計 22,766（－22） 10,776（＋8）
男 性 10,981（－９）
女 性 11,785（－13）

出生 ６ 死亡 39

転入 53 転出 42

項 目 10月 １月からの累計
人身事故 1（1） 15（19）
死 者 0（0） 1（2）
負傷者 1（3） 18（23）
物損事故 36（52） 416（418）
飲酒運転 0（0） 1（2）
火 災 1（0） 9（６）
救 急 127（93） 1,210（1,122）

（性別・保護者・行政区）

やすらかに

消防設備士・危険物
取扱者の試験を実施

　（一財）消防試験研究センターで
は、⑴消防設備士、⑵危険物取扱
者（乙種第4類）試験の申し込みを
受け付けます。

資
格

TVやネットで学べる
放送大学の入学生募集

　放送大学では、8年度入学生を
募集しています。働きながら大学
を卒業したい、学びを楽しみたい
など、さまざまな目的で、幅広い
世代の学生が学んでいます。
出願期限　８年3月16日㈪
大学説明会日時　1月31日㈯、
2月21日㈯いずれも10：30～11：30
※終了後、希望者は個別相談会
会場　同大学岩手学習センター
問い合わせ先　同大学岩手学習
センター（☎019-653-7414）

募
集

屋外広告物に関する
知識を学びませんか

　県と盛岡市では、屋外広告物に関
する法令や表示方法などの知識を
習得するための講習会を開きます。
日時　8年1月29日㈭、30日㈮
いずれも10：00～16：20
場所　盛岡市都南公民館３階
申込期限　1月15日㈭
申し込み・問い合わせ先　県屋外
広告美術業協同組合（☎019-645-
3140）

お
知
ら
せ

海外の友達をつくろう
春休み研修参加者募集

お
知
ら
せ

あなたの大切な遺言書
法務局に預けませんか

　盛岡地方法務局では、自筆証書
遺言書を保管するとともに、遺言
者の死亡後に推定相続人などが遺
言書の内容の証明書を取得できる
制度を開始しています。
問い合わせ先　同法務局供託課

（☎019-624-9857）

お
知
ら
せ

アイヌの人の悩み事
相談してみませんか

県出身者専用の学生寮
8年度の入寮生を募集

募
集

　(公財）県学生援護会では、東京
都豊島区の岩手県学生会館（学生
寮）の入寮生を募集しています。

応募資格　大学院、大学、短期大
学、専修学校に通学する県出身者
寮費　月額9万円（朝夕2食付
き）、自治会費500円、入寮時12万円
問 い 合 わ せ 先　同会館（☎03-
3972-4783）

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職相談会を開きます。
日時　12月24日㈬13：30～、14：30～　
いずれも１組
予約期限　12月22日㈪17：00
予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

1５～４９歳の人対象の無料就職
相談会を大更コミセンで開催

相
談

試験日 受付期間

⑴ 8年２月21日㈯ 1月6日㈫～
1月13日㈫　　

⑵ 8年3月21日㈯ 2月17日㈫～
2月24日㈫　　

会場　盛岡市総合福祉センター他
願書の提出・問い合わせ先　同研
究センター岩手県支部（☎019-
654-7006）

　（公財）人権教育啓発推進セン
ターでは、アイヌの人々が抱える
悩みや困り事などの相談に無料で
応じています。※匿名可
相談専用電話　☎0120-771-208
※平日9：00～17：00（年末年始を除く）

　JA新いわて八幡平営農経済セ
ンターでは、8年度に市営牧野で
働く牧野看視人を若干名募集して
います。
雇用期間 ４月中旬～１１月中旬

資　格 普通自動車免許必須
大型特殊免許資格者を優遇

就業場所 七時雨牧野・長久保牧野

就業時間 8：00～16：30（7.5時間）
※12：00～13：00昼休憩

出勤日数 月21日程度（シフト制）
※希望休可

賃　金 時給1,150円
※通勤手当有、社会保険完備

応募期限 8年３月13日㈮

問い合わせ先　同センター畜産
酪農課（☎75-1111）

放牧牛の管理などを行う
牧野看視人を募集します

し
ご
と

　（公財）国際青少年研修協会で
は、春休み海外研修の参加者を
募集しています。
研修日程 8年3月 21 日㈯～4月4日㈯

※うち １４ 日以内

研 修 先
イギリス、オーストラリア、カナ
ダ、アメリカ（サイパン）、カンボ
ジア、ネパール、フィリピン

対象学年 小学３年生～高校３年生

内 　容
ホームステイ、英語研修、学
校訪問、文化交流、地域見学、
野外活動など

参加費 29万円～70万円
申込期限 1月16日㈮
※研修日程、対象学年、参加費は、研修先により異なります。

申し込み・問い合わせ先　同協
会（☎03-6825-3130）

相
談

　国民年金保険料を納付すること
が経済的に困難な場合は、本人申
請により、保険料の納付猶予また
は免除になる制度があります。
　申請はマイナポータルを利用す
るか、市民課国保年金係、西根・安
代各総合支所、田山支所または近く
の年金事務所に相談してください。
問い合わせ先　▶ねんきん加入
者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）▶盛
岡年金事務所（☎019-623-6211）

国民年金保険料免除・
猶予の相談しませんか

相
談

選考日 申込受付期間

第１回   12月15日㈪ 12月1日㈪～
12月11日㈭　

第2回 8年2月16日㈪ 1月13日㈫～
2月12日㈭　

第3回 8年3月10日㈫ 2月17日㈫～
3月6日㈮　

※第1、2回は選考日までに進学先が決定する人
※選考方法は、書類審査となります
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※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしました。
※※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称
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市内保育施設の入所申し込みを受け付けます
施設の詳細
はこちら

申し込みの
詳細はこちら

詳細はこちら

学童保育クラブの入会申し込みを受け付けます

　市は8年４月から保育施設入所を希望する児
童の申し込みを次のとおり受け付けます。
申し込み対象　0歳から5歳までの児童を持つ
保護者が就労（１カ月60時間以上）、妊娠、出産、
疾病、介護、災害、求職などを理由に、家庭で保
育できないと認められる場合。
　産休・育休中の保護者が、8年度内に復職する
場合や８年3月末までに転入予定で住所が確定
している場合も申し込みできます。
※求職中の場合は、入所期間が３カ月で短時間保
育となります。
必要書類　入所申込書などは、12月19日㈮から
健康こども課、西根・安代各総合支所、田山支所
および各保育施設に備え付けます。必要書類は各
家庭の状況により異なりますので、事前に確認し
てください。
　すでに入所している人には、入所施設から現況
届などの必要書類を配布しますので、施設に直接
提出してください。

受付期間　8年１月5日㈪から20日㈫まで※平日
の午前８時半から午後５時15分の間で受け付けます。
受付場所　健康こども課、西根・安代各総合支所
または田山支所に直接提出してください。※満３
歳以上で、幼稚園または、こども園の幼稚園部門
の申し込みは、各施設に問い合わせてください。
市内保育施設の一覧

施設名
公
立

寺田保育所 松尾保育所
柏台保育所 田山保育所

私
立

東慈寺保育園 杉の子こども園
（保育認定）

森の子保育園
（小規模保育）

平舘こども園
（保育認定）

大更こども園
（保育認定）

あしろこども園
（保育認定）

畑保育園
（小規模保育）

ままいろはうす
（家庭的保育）

　【注意事項】
▶対象年齢や保
育の実施内容は
各保育施設で異
なります。
▶申し込みが多
い場合は、入所
調整します。

入所の可否　入所の基準を満たしているかどう
かを審査した後、保育の必要性の高い順に入所決
定し、３月上旬ころに入所の可否を通知します。

　市内の各学童保育クラブでは、８年度学童保育
クラブの入会申し込みを受け付けます。
申し込み対象　小学１年生から６年生までの児
童を持つ保護者が、仕事などで昼間に保育するこ
とができないと認められる場合
申込書の配布　各学童保育クラブ

申込期限　８年２月27日㈮　ただし、杉の子ホー
ムは直接問い合わせてください。
提出書類など　入会申込書、就労証明書または申
立書、スポーツ安全保険加入金（１人当たり1,000円）
申込先　入会を希望する学童保育クラブ
連絡・問い合わせ先　下表の通り

杉の子こども園（☎76-3345）
学童保育クラブ名 電話番号

杉の子ホーム 76-3345

NPO法人七時雨いきいきネットワーク（☎77-2750）
学童保育クラブ名 電話番号

田頭学童保育クラブ 76-3205
平舘学童保育クラブ 080-5567-4011
寺田学童保育クラブ 77-1133
松野学童保育クラブ 74-4071
寄木学童保育クラブ 76-2171
柏台学童保育クラブ 78-3153
あしろ学童保育クラブ 72-2644
田山学童保育クラブ 080-5575-0383

NPO法人あそぼっこ（☎68-7677）
学童保育クラブ名 電話番号

大更学童保育クラブ 70-1771
大更第二学童保育クラブ 70-1771
東大更学童保育クラブ 70-1503
平笠学童保育クラブ 68-7156

県外中学生３人が本校や市内を見学

ひっつみ汁づくりを体験した生徒

平高ＬＩＦＥ

小
お ま た

俣 総
そういちろう

一朗 さん 
（普通科２年：松尾中出身）

先生が親身になって
サポートしてくれます

生徒会議長

平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
中
学
生
の
時
は
、
地
元
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
て
、
平
高
が
地

元
企
業
へ
の
就
職
に
強
い
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
自
分
に
ぴ
っ
た
り

の
学
校
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
学
校
の
先
生
が
手
厚
く
、
親
身

に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
、
ム
ラ
サ
キ
の
植
栽

や
校
外
活
動
な
ど
、
自
然
に
触
れ

る
機
会
が
多
い
こ
と
が
魅
力
で
す
。

　
高
校
の
選
択
授
業
で
音
楽
を
選

び
、
そ
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
働
き
な
が
ら
音
楽
を
続
け
、

将
来
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
は
ギ
タ
ー

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
楽

曲
製
作
に
必
要
な
機
材
整
備
を
考
え

て
い
ま
す
。
来
年
の
文
化
祭
で
の
ギ

タ
ー
発
表
も
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

平
高
入
学
の
理
由
・
当
初
の
目
標

将
来
の
夢
・
進
路

地熱の利用について、松川温泉峡雲荘
で話をうかがう総一朗さん（左側中央）

平高通信
TAIRADATE SENIOR HIGH SCHOOL

vol.69

おためし地域留学生がやってきた

生活改善推進員さん
の指導のもと、本校生
徒と一緒に郷土料理
作りに挑戦しました。
　また、地熱蒸気染め
体験や地熱発電所な
ども見学。八幡平の紅
葉も堪能し「雪景色も
見てみたかった」と名
残惜しそうな表情を

修学旅行　古都の彩りに笑顔が弾ける

平高HP 平高note

【問い合わせ先】平舘高　☎74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

本校生徒に案内され、松川地熱発電所を見学した留学生（右側３人）

　10月25日から１泊２日の日程で、首都圏に住む
中学２年生３人が八幡平市を訪れました。これは
県外から岩手県内などの高校に進学し３年間を
過ごす「地域みらい留学」のおためし版に、本校と
市が初めて取り組んだものです。
　プログラムに申し込み、東京都などから訪れた３
人は、本校の見学のほか、協力していただいた市食

浮かべた３人が、ぜひ２年後、本校に入学してくれる
ことを期待しています。

　
生
徒
数
は
少
な
い
で
す
が
、
友

人
関
係
を
築
き
や
す
く
、
一
緒
に

学
校
活
動
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
分

の
関
心
の
あ
る
こ
と
に
取
り
組
む

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
生
活
の
楽
し
い
と
こ
ろ

伝
え
た
い
平
高
の
魅
力

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
授
業
で
は
、
八
幡
平
市
の
こ
と

を
調
べ
る
中
で
地
熱
発
電
所
に
着

目
し
ま
し
た
。
自
分
は
音
楽
が
好

き
な
こ
と
も
あ
り
、
発
電
所
の
存

在
を
広
め
る
た
め
に
、
地
熱
発
電

の
歌
を
作
詞
作
曲
し
ま
し
た
。

※（一財）地域・教育魅力化プラットフォームが展開するプログラム

※

　
今
後
の
こ
と
を
考
え
、
計
算
能

力
検
定
、
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
実
務
検

定
３
級
の
合
格
を
目
指
し
勉
強
に

　本校２年生24人は、11月19日から22日まで３泊４
日の日程で、関西（京都・大阪）方面へ修学旅行に
行ってきました。金閣寺・清水寺（京都）などを見学
したほか、班に分かれて探究学習を行った生徒たち
は、世界遺産に登録された寺院のスケールや洗練さ
れた街並みを体感。修学旅行後半にはユニバーサル
スタジオジャパンなどで買い物や
アトラクションを満喫しました。
　仲間と一緒に、普段とは異なる
環境で生活を共にし
た生徒たちにとっ
て、この修学旅行は
高校生活の１ページ
を彩る、かけがえの
ない瞬間になったこ
とでしょう。 世界遺産の清水寺をバックに集合写真
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市食生活改善推進員連絡協議会

～伝えよう郷土料理～今月は

作り方

19

ホームページはこちら﻿

環境・衛生環境・衛生
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

市
民
課
環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
６
８

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市
民
課
環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
６
８

冬
期
間
は
油
漏
れ
事
故
多
発

そ
の
場
の
確
認
し
っ
か
り
と

　
冬
期
間
は
、
暖
房
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
、
多
く
の
油
流
失
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
油
流
失
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

誤
っ
て
油
を
流
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
や
、
油
の
流
失
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
消
防
署
ま
た
は
市
民
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
電
４
品
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
に

処
分
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
切
に

　
家
電
４
品
目
を
処
分
す
る
場
合
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

　

家
電
４
品
目
と
は
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
洗
濯
機（
衣
類
乾
燥
機
）、
冷
蔵
庫

（
冷
凍
庫
）の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
は
自
ら

解
体
し
て
ご
み
集
積
所
に
排
出
し
た
り
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ
り
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
次
の
と
お
り
適
切
に
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
安
定
し
た
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
か
、
タ
ン
ク
や
配
管
に
亀
裂
が

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
給
油
中
は
絶
対
に
目
を
離
さ
ず
、
バ
ル
ブ

は
最
後
ま
で
確
実
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
処
分
は
購
入
元
や

近
く
の
家
電
量
販
店
に
依
頼

　
以
前
に
家
電
を
購
入
し
た
店
や
新
し
く
家

電
を
購
入
す
る
店
、
近
く
の
家
電
販
売
店
に

依
頼
す
る
。市

が
許
可
し
て
い
る
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
者
に
依
頼

　
市
が
許
可
し
て
い
る
家
電
４
品
目
収
集
運

搬
業
者
に
依
頼
す
る（
許
可
業
者
は「
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」ま
た
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
）

指
定
引
き
取
り
場
所
に

自
分
で
直
接
持
ち
込
む

　
処
分
す
る
家
電
の
品
目
・
メ
ー
カ
ー
・
大
き

さ
を
確
認
し
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購

入
の
う
え
、
自
分
で
指
定
引
取
場
所
へ
搬
入
す

る（
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

●●その１１●●その２２

●●その３３

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い

日
常
点
検
を
し
っ
か
り
と

除
雪
の
際
に
破
損
し
な
い
よ
う
、

目
印
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

処
分
方
法
は
３
種
類

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
ほ
か
に
収
集
運
搬
料
金
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
ほ
か
に
収
集
運
搬
料
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
方
法
も
あ
り
ま
す

㈱
ア
ル
プ
ス
物
流
北
上
営
業
所
盛
岡
デ
ポ

所
在
：
大
更
第
１
地
割
２
３
９
番
地
６

☎
７
５・２
２
７
７

市内の指定
引 取 場 所

　
市
は
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
な
ど
を
目

的
に
、リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
お

い
く
ら
」を
展
開
す
る
㈱
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
不
要
品
を
売
り
た
い
場
合
に「
お
い
く

ら
」を
通
し
て
、
買
い
取
り
価
格
の
査
定
を

依
頼
す
る
と
、
全
国
の
加
盟
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
一
括
で
査
定
依
頼
が
行
わ
れ
、

買
取
価
格
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
わ
な
く
な
り
、
ご
み
に
出
そ
う
と
し

て
い
る
物
で
も
、捨
て
る
前
に
一
度
リ
ユ
ー

ス（
再
利
用
）を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か

る
市
民
の
利
用
料
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

詳細はこちら﻿

▽
八
幡
平
消
防
署（
☎
76
・
２
１
１
９
）

▽
松
尾
出
張
所（
☎
74
・
２
１
１
９
）

▽
安
代
出
張
所（
☎
72
・
２
１
１
９
）

手
間
な
く
環
境
と
お

財
布
に
優
し
い
不
要

品
処
分
が
で
き
ま
す

市博物館は12月27日㈯から
　 令和８年１月５日㈪まで休館します。

市博物館では令和８年２月上旬から３月上旬まで、
ひなまつりに関する展示（つるし雛や段飾り）を予定
しています。詳細は広報２月号でお知らせします。

ミニ展示を準備中

年末年始は休館します

推

しの逸品

来年は「午
う ま

年」   馬にまつわる展示を紹介
　本年も残り１カ月を切り、新しい年がやってきま
す。令和８年の干

え と

支は、活力、前進や勢いなどを象徴
するとされる十二支の７番目「午

う ま

」。午
う ま ど し

年にちなみ、馬
にまつわる市博物館で展示する資料を紹介します。

松木田駒形神社　蒼前神騎馬像
（江戸時代）市博物館寄託資料

　きりっとした顔立ちの
蒼前神と、ぱっちりとし
た目がかわいらしい馬の
像は、令和５年に、岩手・
京都・東京で開催された
巡回展「みちのくいとし
い仏たち」に出展されま
した。
　馬の産地であった東北
地方では、馬を家族のよ

　市博物館では、この松木田駒形神社 蒼前神騎馬像
を来年１月6日㈫から２月28日㈯まで期間限定で展
示します。この機会に是非、素朴でかわいい逸品を
見に来てください。
　このほかにも博物館には馬の絵が描かれた資料や
関連資料などが展示されています。新年は、博物館
で馬探しを楽しんでみてはいかがでしょうか。

うに大切にしてきました。馬と暮らす人びとは、馬
の健康や安全を願って、馬の守り神とされる蒼前神
を祀

ま つ

っていました。

松
ま つ き だ

木田駒
こま が た じ ん じ ゃ

形神社　蒼
そう ぜ ん し ん

前神騎
き ば ぞ う

馬像

　春に採れたフキは、水煮や塩
漬けで保存し、一年を通して食
べられています。フキには、カ
リウム、葉酸、食物繊維などが
含まれ、むくみ防止や腸内環境
を整える働きがあります。
　そばつゆのみのシンプルな味
付けですが、油揚げを加えるこ
とでコクがアップします。

①　フキは縦半分に切り、４㌢程度の長さ

　に切る。

②　味付き油揚げは４㌢程度の短冊切りに

　する。

③　鍋に①、②、そばつゆを入れ、フキが

　つかる程度の水を加えて煮る。

④　フキがやわらかくなり、味が染み込ん

　だら器に盛り付ける。

- 材 料 -
フキ…300g

味付き油揚げ…5枚

そばつゆ…25㏄

水…適宜

【4人分】

20
調理時間

約
分

フキと油揚げの煮つけ

- 今月の担当 -
松尾地区の皆さん

61kcal
塩分 0.6g

1人あたり

食生活改善推進員に料理教室などを依頼する場合は
健康こども課（☎・内線1191）まで
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　市職員の人数や給与などの状況は次のとおりです。 問い合わせ先　総務課行政係
（☎・内線1233)

詳細はこちら﻿

人事行政の運営状況を公表します

区 分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 41.6歳 32万5,731円

区 分
一般行政職

上級（大卒） 初級（大卒） 初級 （高卒）

初任給  22万円   21万3,600円 18万8,000円

経
験
年
数

10年  27万800円 26万7,800円 24万5,500円

20年 33万4,000円 32万7,500円 30万7,800円

区 分 ６月期 12月期 合 計

期末手当 1.225カ月分 1.275カ月分 2.50カ月分

勤勉手当 1.025カ月分 1.075カ月分 2.10カ月分

区 分 給料・報酬（月額） 期末手当

市 長 77万6,000円

６月期＝1.70カ月分
12月期＝1.75カ月分
　計　　3.45カ月分

副市長 62万円　　　　　

教育長 57万2,000円

議 長 37万5,000円

副議長 31万5,000円

議 員 30万円　　　　　

⑴ 職員給与費（６年度普通会計決算）

勤続年数 20年 25年 35年

自己都合 19.6695カ月分 28.0395カ月分 39.7575カ月分

勧奨・定年 24.586875カ月分 33.27075カ月分 47.709カ月分

職員数

給与費

給料
職員手当

（ う ち 期 末・
勤勉手当）

合計

281人 11億1,513万円 6億3,523万円
(4億5,932万円） 17億5,036万円

⑵ 平均年齢・平均給料月額（７年４月１日現在）

⑶ 経験年数・学歴別給料月額（７年４月１日現在）

⑸ 退職手当の支給状況（７年４月１日現在）

⑷ 期末・勤勉手当の支給状況（６年度）

⑹ 特別職の報酬など（７年４月１日現在）

⑵ 職員数の推移（各年４月１日現在）

※人数は再任用職員を含まない一般行政部門、教育部門、公営企業部門の合計

部 門
職員数

前年度比
６年 7年

一般行政部門 252人 251人 －1人

教育部門（教育委員会） 17人 15人 －2人
公営企業等部門

（水道・病院など） 88人 87人 －１人

合 計 357人 353人 －4人
※一般行政部門は、民生や農林、商工、土木部門などの
仕事に従事する職員

区 分 男 性 女 性 合 計
育児休業 ４人 ９人 13人

部分休業 ０人 ３人 ３人

介護休暇 ０人 ０人 ０人
＜育児休業＞子が３歳になるまで休業することができる。
＜部分休業＞小学校就学前の子を養育するために、勤務
時間の全部または一部を休業することができる。
＜介護休暇＞介護が必要となった家族を介護するため、６
カ月の期間内で取得することができる。

休職 降任 免職 合計

４人 ０人 ０人 ４人

戒告 減給 停職 免職 合計

２人 ３人 ０人 １人 ６人

＜分限処分＞病気などのために職務を十分に果たせない
場合など、公務の能率を維持するために行う処分
＜懲戒処分＞道路交通法違反をはじめとする法令違反な
どがあった場合、規律と秩序を維持するために行う処分

⑵ 育児休業などの取得状況（６年度）

⑴ 分限・懲戒処分の状況（６年度）

⑴ 職員数の状況（各年４月１日現在）

平成
25年 27年 元年 7年令和

390

350

373
370

367
370

364
356

353
360

364 365
359

職員数（人）

３. 職員の給与の状況１. 職員数の状況

２. 分限・懲戒処分および休業などの状況

357
353

分限
処分

懲戒
処分

記念写真の撮影や講話、体験イベント
で市民が市立病院を身近に感じた（11月
16日、市立病院まるわかりフェスタ）

平舘こども園の園児がかわいらしい
踊りを披露し、会場を盛り上げた（10
⺼25日、平舘ふれあいまつり）

世界がつながる願い込め
ライオンズのポスターコンテストで14人が入賞

最優秀賞に選ばれた（左から）下舘さん、岩渕さん、舘柳さん

　第38回平和ポスターコンテスト表彰式（西根ライ
オンズクラブ主催）は11月５日、市商工会館で開か
れ、入賞者14人に賞状が贈られました。
　「ひとつになって」をテーマに、西根・松尾地区の小中学
生112人が応募。岩渕六

り っ か

花さん（柏台小６年）、下舘瑠
りゅうき

毅さ
ん（平舘小６年）、舘柳星

せいらん

蘭さん（松尾中１年）の作品が最優
秀賞に選ばれました。下舘さんは「ハトが地球に幸せを運
んで、平和になってほしいと思いを込めた。絵を見た人
にも幸せを届けられたらうれしい」と受賞を喜びました。

さまざまな模様が浮かび、世界に一つだけのハンカチが完成

　平舘高は10月31日、平笠小５・６年生14人を招き
紫根染の体験教室を行いました。
　平舘高家政科学科３年の生徒９人が講師を務めた体験
教室では、紫根染の歴史や作業工程などを紹介。児童は、
輪ゴムやビー玉などを使って思い思いの模様を付け、用
意されたハンカチを鮮やかな紫色に染め上げました。
　今村奏

か な で

瑛さん（６年）は「だんだんきれいな紫色に染
まっていくのが楽しかった。ビー玉と割り箸を使った
模様がはっきり出て良かった」と声を弾ませました。

平舘高が平笠小児童を招き紫根染の体験授業
きれいな紫模様に心弾む

平舘高生（左側２人）の手ほどきを受け、染色を体験する児童

西根中の生徒が、カードゲーム形式
（HUG）で災害時の避難所運営を疑
似体験（11月17日、西根中防災学習）
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インターネットの使い方について、会場の聴衆に呼び掛けた武田さん

問いかける「思いやりの心」
中学生が身近な体験から人権についての作文を発表

　ハロウ安比校は１１月１日、国際交流とチャリティー
を目的としたイベント「国際文化デー」を開きました。
　令和４年８月の開校後、初めて市民に公開する形で開
いたチャリティーイベントには、市民約40人が参加。講
堂に設けられたブースでは、生徒や教職員の出身国の代
表的なお菓子などを販売し、参加した市民と交流を深め
ました。同校11年生（日本の高校１年生に当たる）でブラ
ジル出身のリヴィアさんは「地元の人は親切で優しかっ
た。ブースを楽しんでもらえた」と笑みを浮かべました。

　第29回中学生による人権尊重に関する意見発表会
（盛岡人権擁護委員協議会、市主催）は10月31日、西根
中体育館で開かれました。
　発表会では盛岡市と岩手地区の中学生９人が、自らの経験
から得た考えや意見を発表。「ネットと私たちの関わり方」と
題して発表した武田宙

ひ ろ き

樹さん（西根中３年）は「ネットいじ
めという言葉自体が無い世界になれば」と呼び掛けました。
　同日は会場校となった西根中の生徒も発表を聴き、参加
者は他者を尊重する大切さを再認識していました。

ハロウ安比校にようこそ
市民を招き相互理解を深める国際文化デーを開催

説明を受けながら、各国の代表的な料理などを味わう参加者

市との協定締結式に臨んだ田村さん（左）

　本市平舘出身で、ソフトウェア開発などを手がける
レイ・フロンティア㈱（東京都千代田区）代表取締役
の田村建

け ん し

士さんと市との副業型地域活性化起業人に
関する協定締結式は11月4日、市役所で行われました。
　同起業人は、都市圏で働く個人と協定を結び、その知見
を生かす国の制度。田村さんは市を月１回以上訪問するな
どし、専門的立場から行政や地域のDX推進を支援します。
　田村さんは「ＡＩやＤＸ化が自然に業務に溶け込ん
でいくよう、取り組んでいきたい」と力を込めました。

地域の情報化を伴走支援
田村さんが国の副業型地域活性化起業人として着任

安代地区の対象者を代表し褒状を受け取る山本さん夫婦

　市ダイヤモンド婚を祝う会（市社会福祉協議会主
催）は11月13日、いこいの村岩手で開かれ、結婚生活
60年を迎えた市内の夫婦に褒状が贈呈されました。
　祝う会には、市内対象32組のうち14組が出席。祝宴
では、歌や踊りが披露され、出席者は共に歩んできた
人生の節目を喜び合いました。出席した山本正

しょういち

一さん、
昭
し ょ う こ

子さん＝浅沢第2＝は「結婚生活を振り返ると、いろ
いろなことがあったけど、今はたくさんのひ孫に囲ま
れ、楽しく過ごしています」と笑みを浮かべました。

二人の歩みはダイヤの輝き
結婚60年を迎えた市内の夫婦32組をお祝い

手引きろくろを使った木地挽
ひ

きを披露する松尾さん（左から３人目）

　市博物館では、12月７日まで開いている企画展「木地
師金作さんの椀づくり～八幡平市の木地製作の技～」
で、漆器の木地製作に関する資料を展示しています。
　11月８日は、安代地区在住の松尾清

きよつね

常さんを講師に、
木地挽

ひ

きの体験イベントを開催。参加者は、昔から伝わ
る手引きろくろの縄引きや木地を削る作業に挑戦しま
した。花巻市から訪れた菊池ゆかりさんは「縄を引く手
に、ぐっと負荷がかかって、思ったより力が要ることが
分かった。貴重な体験ができた」と目を輝かせました。

いにしえからの技術を体験
市博物館で漆器の木地製作を知る企画展を開催

11月4日で100歳を迎えられた川村
キミさん＝町組＝これからもお元気
で（11月14日、むらさき苑）

足踏み式脱穀機と千歯こきで、乾燥させた稲の脱穀をする寺田小児童

　寺田小５・６年生児童16人は10月23日、昔ながらの
機械を使った脱穀作業を体験しました。
　児童は、千歯こきと足踏み式脱穀機を使い、自分たち
で田植えから刈り取りまで行った「ヒメノモチ」の脱穀
に挑戦。体験授業を支援した地域住民に道具の特長や
使い方のコツを教わりながら、稲束をかざし、慎重にもみ
を取り出しました。石井春

は る

瑠さん（６年）は「すごく力が
必要な作業だった。脱穀機に当てる稲の角度を調整する
のが難しかった」と昔の農作業の大変さを学びました。

美味しいお餅が待ち遠しい
寺田小児童が昔ながらの道具で稲の脱穀に挑戦

10月1日で100歳を迎えられた笹木
ハツさん＝若谷地＝これからもお元
気で（11月14日、むらさき苑）

IT技術を活用し、起業を志す人を育て
るスパルタキャンプin八幡平が今年も
開幕（11月１日、市起業家支援センター）

３年目を迎えたあしろマルシェ。買い物
や飲食ブースを目当てに訪れた多くの人
でにぎわった（10月25日、荒屋新町駅前）

３小学校統合後の学校運営のため、専門
部会で検討を進めることを保護者に説明
（10月27～29日、松野小・寄木小・柏台小）

平笠田植踊り保存会が市指定無形民
俗文化財「平笠田植踊」の５演目を披
露（１１月２日、市芸術祭・舞台部門）
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「
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
」と
声
を
弾
ま

せ
る
の
は
、
第
16
回
全
日
本
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会（
10
月
24
日
・
北

海
道
安
平
町
）で
併
催
さ
れ
た
、
牛

を
引
く
技
術
を
競
う「
リ
ー
ド
マ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」高
校
３
年
生
の

部
で
、
セ
カ
ン
ド
ベ
ス
ト
リ
ー
ド

マ
ン（
準
優
勝
）に
輝
い
た
藤
田
梨

愛
さ
ん
。
集
大
成
の
大
舞
台
で
の

「
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」成
果
は
、

今
後
の
進
路
に
向
け
大
き
な
弾
み

と
な
っ
た
。

【広 告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。
▪
編
集
後
記

▽
平
舘
高
校
が
、
地
域
に
広
め
、
小
中
学

生
に
も
つ
な
ご
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

「
ム
ラ
サ
キ
」の
伝
承
活
動
。
今
年
も
植
栽

の
ほ
か
、
寺
田
小
、
平
舘
小
、
平
笠
小
の

児
童
が「
紫
根
染
」を
体
験
し
ま
し
た（
表

紙
・
21
㌻
参
照
）。
家
政
科
学
科
の
生
徒

が
小
学
生
児
童
に
教
え
る
っ
て
い
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
、
と
て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま

す
。
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
智〇

▽
叙
勲
や
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

を
取
材（
４
～
５
㌻
参
照
）。限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。在

職
中
を
振
り
返
り
一
番
印
象
深
か
っ
た

出
来
事
や
、働
く
際
の
心
構
え
な
ど
さ
ま

ざ
ま
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。思
い
出

し
な
が
ら
、楽
し
そ
う
に
お
話
し
さ
れ
て

い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。　
千○
○

食欲などに異常が無いか、実
家の牛を確認する藤田さん

ふ
じ
た
・
り
な 

18
歳 

＝
松
尾
＝
　

藤
田 

梨
愛 

さ
ん

盛岡農高３年。両親と兄、妹の５人家族。
趣味は音楽を聴くこと。美容のため、夜の
ストレッチを欠かさない。毎朝、５時から
７時まで牛舎作業を手伝ってから登校する。
「牛に蹴られたり、思い通りにいかなかった
りして」泣いたことも。「明るいけど短気」と
自己分析。好きな言葉：努力は裏切らない。

輝
　
　
人

ラリ
キ

第

回
148

※５年に一度開催され、ホルスタイン牛の品質を競う
　全国規模の大会。「乳牛のオリンピック」とも称される

し
、飼
養
状
況
を
見
せ
る
リ
ー
ド
マ

ン
を
１
年
生
の
時
か
ら
務
め
て
き
た
。

今
大
会
へ
の
参
加
は
、
出
場
枠
を

持
つ
学
校
が
藤
田
さ
ん
の
経
験
の

豊
富
さ
を
見
込
み「
自
分
を
選
手
と

し
て
選
ん
で
く
れ
た
」と
い
う
。

　
出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、ほ
ぼ

毎
日
、学
校
の
牛
舎
で
先
生
か
ら
牛

の
き
れ
い
な
見
せ
方
、立
た
せ
方

を
教
わ
っ
た
。自
分
で
も「
う
ま
く

い
っ
た
時
は
撫
で
て
あ
げ
た
り
、

歩
か
な
い
時
は
、口
で
音
を
た
て

た
り
、
自
分
の
行
動
で
牛
に
理
解

さ
せ
よ
う
」と
練
習
し
て
き
た
。

　
現
地
移
動
前
の
練
習
が
う
ま
く

い
か
ず「
と
て
も
ガ
ッ
カ
リ
し
た
」

と
い
う
藤
田
さ
ん
。「
た
く
さ
ん
練

習
し
た
か
ら
気
合
で
頑
張
ろ
う
」

と
思
い
直
し
、臨
ん
だ
大
一
番
で

準
優
勝
が
確
定
す
る
と
、ラ
イ
ブ

配
信
で
大
会
を
見
て
い
た
先
生
や

　
高
校
卒
業
後
は
、
同
校
の
特
別

専
攻
科
に
進
み
、
人
工
授
精
師
の

資
格
取
得
を
目
指
す
と
い
う
藤
田

さ
ん
。
将
来
は
、
実
家
の
酪
農
を

支
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
常

に
牛
の
様
子
に
気
を
配
り
、
牛
一

頭
一
頭
の
命
に
責
任
が
と
れ
る
よ

う
、
畜
産
を
よ
り
詳
し
く
学
ん
で

い
き
た
い
」と
高
み
を
目
指
す
。

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会（
北
海
道
・
安あ

び
ら平
町
）

リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

セ
カ
ン
ド
ベ
ス
ト
リ
ー
ド
マ
ン（
準
優
勝
）に
輝
い
た

一
頭
一
頭
を
、
責
任
を
持
っ
て
育
て
ら
れ
る
人
に

友
だ
ち
か
ら
早
速
連
絡
を
も
ら
っ
た
。

「
結
果
も
だ
け
ど
、『
お
め
で
と
う
』

『
う
れ
し
く
て
鳥
肌
が
立
っ
た

よ
』と
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
た

こ
と
も
、う
れ
し
か
っ
た
」と
大

会
当
日
を
思
い
出
す
。

※

参加した「モリノウ BWキラキラ レボリューション」と一緒
に、48人中２位の結果を喜ぶ藤田さん（写真は家族提供）。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
、
母
に
お
ん

ぶ
さ
れ
て
牛
舎
デ
ビ
ュ
ー
で
す
」と

ニ
ッ
コ
リ
笑
う
藤
田
さ
ん
は
、約

１
２
０
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
を

飼
養
す
る
酪
農
家
に
生
ま
れ
た
。

「
物
心
つ
い
た
時
に
は
牛
舎
で
手
伝

い
を
し
て
い
た
」と
い
い
、将
来
は
牛

に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
、
県

内
で
唯
一
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
い

る
盛
岡
農
高
を
進
学
先
に
選
ん
だ
。

　
入
学
前
ま
で「
牛
舎
の
手
伝
い
は

コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
き
た
け
ど
、

牛
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
り「
牛
の
か
ら
だ
を
学

ぶ
に
つ
れ
、命
の
大
切
さ
を
実
感

し
た
」と
３
年
間
を
思
い
起
こ
す
。

　
学
校
で
は
、育
て
た
牛
を
、課
外
授

業
で
各
地
の
共
進
会（
品
評
会
）に
出

品
し
て
い
る
。藤
田
さ
ん
は
、会
場
で

審
査
員
の
指
示
に
従
っ
て
牛
を
先
導

◀

※現在は200頭まで増頭

※




